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『
五
音
三
曲
集
』
「
廿
六
声
曲
」
注
釈
（
一
）

樹　
　

下　
　

文　
　

隆

は
じ
め
に

　
『
五
音
三
曲
集
』
は
、
金
春
禅
竹
自
筆
本（
注
１
）に
よ
り
長
禄
四
年
（
一
四
六
〇
）

十
一
月
十
一
日
以
前
の
成
立
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
五
年
前

の
「
享
徳
四
年
初
秋
吉
日
」
の
日
付
を
有
す
る
『
五
音
之
次
第
』
に
署
名（
注
２
）を

し
た
禅
竹
は
、
康
正
二
年
（
一
四
五
六
）
一
月
に
は
、
世
阿
弥
の
老
・
女
・

軍
の
三
体
論
を
細
分
化
し
、『
三
五
記
』
等
の
詩
歌
で
説
明
し
よ
う
と
し
た

風
体
論
、『
歌
舞
髄
脳
記（
注
３
）』

を
完
成
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
禅
竹
自
筆
『
六

輪
一
露
之
記（
注
４
）』
に
は
「
康
正
二
年
正
月
吉
日　

秦
氏
信
（
花
押
）」
の
識
語

が
あ
る
。
同
書
十
丁
裏
（
一
条
兼
良
注
の
途
中
）
以
降
の
紙
背
が
『
歌
舞
髄

脳
記
』
の
草
稿（
注
５
）で

あ
る
こ
と
か
ら
、『
歌
舞
髄
脳
記
』
完
成
後
、
時
を
経
ず

し
て
、『
六
輪
一
露
之
記
注
』
を
加
え
た
禅
竹
の
六
輪
一
露
説
が
成
っ
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
禅
竹
の
六
輪
一
露
説
の
生
成
過
程
に
お
い
て
、

世
阿
弥
の
三
体
論
を
基
本
に
据
え
た
禅
竹
の
風
体
論
が
確
立
し
て
い
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
の
四
年
後
に
成
立
し
た
『
五
音
三
曲
集
』
で
、
禅
竹
は
世
阿
弥

五
音
説
を
踏
ま
え
つ
つ
、
世
阿
弥
の
皮
肉
骨
論
（『
至
花
道
』）
を
援
用
し
た

三
曲
論
を
案
出
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
分
類
に
『
三
五
記
』
に
基
づ
く
和
歌
十

体
論
を
当
て
は
め
て
説
明
す
る
こ
と
で
、
禅
竹
な
り
の
音
曲
五
音
論
が
完
成

し
た
の
で
あ
る
。『
五
音
之
次
第
』
か
ら
五
年
を
経
た
『
五
音
三
曲
集
』
に

は
、
当
然
で
は
あ
る
が
、
そ
の
間
に
形
成
さ
れ
た
禅
竹
の
六
輪
一
露
説
が
反

映
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
六
輪
一
露
説
自
体
は
ま
だ
和
歌
十
体
論
を
明
確

に
は
取
り
入
れ
て
い
な
か
っ
た
。『
六
輪
一
露
秘
注
（
寛
正
本
・
文
正
本
）
（
注
６
）』

は
、『
歌
舞
髄
脳
記
』
と
『
五
音
三
曲
集
』
で
示
さ
れ
た
世
阿
弥
理
論
（
三

体
と
五
音
）
と
和
歌
十
体
論
に
よ
る
分
類
の
意
味
を
、
六
輪
一
露
説
で
説
明

し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
っ
た
。『
歌
舞
髄
脳
記
』
や
『
五
音
三
曲
集
』
は
、

禅
竹
に
よ
る
世
阿
弥
理
論
の
継
承
の
様
態
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
の
で
き
る

著
作
で
あ
る
と
と
も
に
、
歌
道
重
視
を
世
阿
弥
以
上
に
明
確
に
し
た
禅
竹
が
、

世
阿
弥
の
用
語
を
ど
の
よ
う
な
理
解
の
も
と
で
使
用
し
て
い
た
か
も
示
さ
れ

て
い
る
に
違
い
な
い
。『
五
音
三
曲
集
』
の
語
彙
を
丹
念
に
世
阿
弥
伝
書
と

比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
禅
竹
が
世
阿
弥
の
言
葉
を
ど
う
解
釈
し
て
い

た
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
継
承
し
て
い
っ
た
か
を
読
み
取
っ
て
み
た
い
。
さ

ら
に
、
こ
の
作
業
を
通
し
て
、
世
阿
弥
の
言
葉
の
解
釈
に
新
し
い
視
点
を
導

入
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　

本
稿
は
、
世
阿
弥
五
音
説
に
依
拠
し
た
点
が
特
に
顕
著
な
、『
五
音
三
曲

集
』
前
半
部
の
「
五
音
三
曲
廿
六
声
曲
」
に
見
る
禅
竹
の
言
葉
に
着
目
し
、

世
阿
弥
用
語
と
の
比
較
検
討
を
行
う
も
の
で
、
併
せ
て
、
当
該
箇
所
の
注
釈
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も
試
み
る
。
使
用
テ
キ
ス
ト
は
、
禅
竹
自
筆
本
を
底
本
と
し
て
、
八
左
衛
門

本
を
参
照
し
つ
つ
私
に
作
成
し
た
本
文
に
基
づ
く
。
ま
た
、
世
阿
弥
伝
書
に

つ
い
て
は
表
章
・
加
藤
周
一
校
注
『
世
阿
弥 

禅
竹
』（
一
九
七
四
年
、
岩
波

書
店
、
日
本
思
想
大
系
）
を
、
禅
竹
伝
書
に
つ
い
て
は
『
金
春
禅
竹
自
筆
能

楽
伝
書
』
と
、
同
書
所
収
本
以
外
は
表
章
・
伊
藤
正
義
校
注
『
金
春
古
伝
書

集
成
』（
一
九
六
九
年
、
わ
ん
や
書
店
）
と
を
用
い
た
。
た
だ
し
、『
金
春
古

伝
書
集
成
』
に
つ
い
て
は
、
校
注
者
の
示
さ
れ
た
漢
字
を
採
用
し
た
。
ま
た
、

漢
字
は
新
字
体
・
通
行
字
体
に
改
め
た
。
な
お
、
本
稿
は
言
う
ま
で
も
な
く

『
金
春
古
伝
書
集
成
』『
世
阿
弥 
禅
竹
』及
び
伊
藤
正
義『
金
春
禅
竹
の
研
究
』

（
一
九
七
〇
年
、
赤
尾
照
文
堂
）
の
知
見
を
前
提
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
語

句
の
探
索
は
、『
金
春
古
伝
書
集
成
』
の
語
句
索
引
と
中
村
格
『
世
阿
弥
伝

書
用
語
索
引
』（
一
九
八
五
年
、
笠
間
書
院
）
に
全
面
的
に
依
拠
し
て
い
る
。

あ
ら
た
め
て
御
学
恩
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

一
、『
五
音
三
曲
集
』
序
文

　

そ
れ
、
１
申
楽
舞
歌
の
２
音
曲
習
道
と
は
、
３
和
歌
を
も
て
源
と
す
。
４
和

歌
は
和
国
の
風
俗
な
れ
ば
、
５

神
明
も
感
応
納
受
し
ま
す
な
り
。
さ
れ

ば
、
６
古
歌
の
苦
吟
、
７
曲
味
を
含
ん
で
謡
ふ
を
、
音
曲
と
は
知
る
べ
き
な

り
。
８
唐
の
歌
に
も
、「
心
に
あ
る
を
志
と
言
ひ
、
言
葉
に
現
る
る
を
詩
と

言
ふ
。」
９
古
今
の
真
名
序
に
も
、「
和
歌
は
そ
の
根
を
心
地
に
つ
け
、
そ
の

花
を
詞
林
に
開
く
」
と
言
へ
り
。
こ
れ
み
な　

心
地
よ
り
起
こ
れ
る
曲
味
な

れ
ば
、
そ
の
心
を
含
み
謡
ふ
を
、
音
曲
と
は
心
得
べ
き
な
り
。
心
な
く
し
て

謡
ふ
は
、
た
だ
音
ば
か
り
に
て
、
曲
は
な
き
も
の
な
り
。
し
か
れ
ば
、
当
流

習
道
に　

五
音
の
位
あ
り
。
祝
言
・
幽
玄
・
恋
慕
・
哀
傷
・
闌
曲
な
り
。
こ

れ
に
、
皮
・
肉
・
骨
の
三
曲
の
工
夫
を
添
へ
た
り
［
こ
れ
は
口
伝
］。
か
る

が
ゆ
ゑ
に
、　

和
歌
の
十
体
の
名
目
を
載
せ
、
同
じ
く
古
歌
を
引
き
て　

五

音
連
声
の
曲
味
と
な
せ
り
。　

五
音
本
声
の
う
ち
に
お
き
て
、
曲
の
品
々
を

分
か
つ
。
よ
く
よ
く
味
は
ふ
べ
し
。

１
．
「
申
楽
舞
歌
」
は
、
『
申
楽
談
儀
』
（
以
下
『
談
儀
』
）
冒
頭
に

　
　

�

遊
楽
の
道
は
、
一
切
物
ま
ね
也
と
い
へ
共
、
申
楽
と
は
神
楽
な
れ
ば
、

舞
歌
二
曲
を
以
て
本
風
と
申
す
べ
し

　

と
あ
る
の
と
同
義
で
、

　
　

�

舞
歌
と
者
、
根
本
、
如
来
蔵
よ
り
出
来
せ
り
（『
花
鏡
』「
舞
声
為
根
」）

態
は
舞
歌
ば
か
り
な
る
べ
し
。
歌
舞
は
此
道
の
本
態
風
な
り
（
同
「
序

破
急
之
事
」）

　
　

�

習
道
の
入
門
は
、
二
曲
・
三
体
を
過
ぐ
べ
か
ら
ず
。
二
曲
と
申
は
舞
歌

な
り
（『
至
花
道
』）

　

�

な
ど
を
受
け
て
成
立
し
た
表
現
で
あ
る
。
禅
竹
は
、『
歌
舞
髄
脳
記
』（
以

下
『
髄
脳
』）
序
文
で
「
神
楽
の
は
じ
め
、歌
舞
詠
曲
の
根
源
た
り
」
と
記
し
、

『
五
音
十
体
』
序
文
に
お
い
て
も
「
申
楽
歌
舞
一
心
の
道
」
と
称
し
て
い
る
。

な
お
、世
阿
弥
は
前
掲「
序
破
急
之
事
」で
、『
花
習
内
抜
書（
能
序
破
急
事
）』

で
は

　
　

態
ハ
タ
ヾ
歌
舞
バ
カ
リ
ナ
ル
ベ
シ
。
歌
舞
ワ
コ
ノ
道
ノ
本
体
ナ
ル
ベ
シ

　

�

で
あ
る
の
を
、
初
め
の
「
歌
舞
」
を
「
舞
歌
」
に
変
え
て
い
る
。
一
方
、

10

11
12

13

14

15
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禅
竹
は
、『
五
音
三
曲
集
』『
六
輪
秘
注
（
寛
正
本
）』（
以
下
、『
寛
正
本
』）

『
至
道
要
抄
』『
明
宿
集
』
で
「
舞
歌
」
を
、
他
で
は
専
ら
「
歌
舞
」
を
使

用
し
、
ま
た
、『
寛
正
本
』『
至
道
要
抄
』
で
は
両
方
を
用
い
て
い
る
。「
舞

歌
」
の
み
を
使
用
し
て
い
る
の
は
『
五
音
三
曲
集
』
と
『
明
宿
集
』
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、『
五
音
三
曲
集
』
が
世
阿
弥
理
論
を
受
け
継
ぐ
も
の

で
あ
る
こ
と
は
明
確
に
読
み
取
れ
よ
う
。
一
方
、
禅
竹
が
「
歌
舞
」
を
多

用
す
る
の
は
、

　
　

�

此
神
楽
の
家
風
に
お
い
て
は
、
歌
道
を
以
て
道
と
す
。
歌
又
舞
也
。
此

歌
舞
、
又
一
心
な
り
。（『
髄
脳
』
序
文
）

　
　

�

然
ば
、其
理
を
含
み
、立
ふ
る
ま
ふ
、み
な
歌
な
り
。
是
又
、舞
也
。（『
五

音
十
体
』
序
文
）

　

�

と
あ
る
よ
う
に
、
歌
道
重
視
の
立
場
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、『
六
輪
一

露
之
記
』
が
普
一
国
師
志
玉
、
一
条
兼
良
、
南
江
宗
沅
に
執
筆
を
所
望
す

る
こ
と
で
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、一
般
的
な
表
現
で
あ
る「
歌

舞
」
を
使
用
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
（
注
７
）。

世
阿
弥
が
「
花
鏡
以
後
は
専
ら

『
舞
歌
』
の
語
を
用
い
る
（
注
８
）」
の
は
、『
花
伝
』「
花
修
」
に

　
　

�

又
、
能
に
よ
り
て
、
さ
し
て
細
か
に
言
葉
・
義
理
に
か
ゝ
ら
で
、
大
様

に
す
べ
き
能
あ
る
べ
し
。
さ
や
う
の
能
を
ば
、
直
に
舞
い
謡
い
、
振
り

を
も
す
る
〳
〵
と
な
だ
ら
か
に
す
べ
し
。

　

�

と
あ
る
よ
う
に
、
舞
を
上
位
に
置
く
意
識
が
働
い
た
か
ら
か
も
知
れ
な
い
。

あ
る
い
は
、『
漢
書
』
礼
楽
志
の
「
飾
玉
梢
以
舞
歌
（
玉
梢
を
飾
り
て
以

て
舞
歌
す
）」（
郊
祀
歌
十
九
章
天
門
）
を
源
泉
と
す
る
漢
籍
・
仏
典
の

表（
注
９
）現

に
拠
っ
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。

２
．「
音
曲
習
道
」
は
、

　
　

�

音
曲
習
道
事
。
凡
、
五
音
・
四
正
よ
り
、
呂
律
の
達
声
に
相
応
た
る
べ

き
位
に
至
る
稽
古
の
条
々
は
、
記
す
に
事
多
か
る
べ
し
（『
風
曲
集
』

冒
頭
）

　
　

音
曲
習
道
ノ
次
第
ト
者
、
音
声
ノ
下
地
ハ
仕
声
也
（『
五
音
曲
条
々
』）

　
　

�

音
曲
習
道
ノ
次
第
〳
〵
、
文
字
読
ミ
ヨ
リ
、
節
ヲ
能
々
極
メ
尽
ク
シ
テ

（『
五
音
』）

　

�

な
ど
と
あ
り
、
世
阿
弥
用
語
と
考
え
て
よ
い
。『
五
音
之
次
第
』
で
、
禅

竹
は
表
題
に

　
　

�

五
音
ハ
尋
常
、
此
ニ
テ
ハ
五
音
ト
ヨ
ム
ベ
シ
。
是
ハ
習
道
ニ
付
テ
ノ
名

目
也

　

�

と
注
記
し
て
お
り
、「
音
曲
習
道
」
の
語
は
、
音
曲
の
習
道
階
梯
を
示
す

世
阿
弥
用
語
を
正
し
く
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
禅
竹
が
音

曲
習
道
の
根
源
に
和
歌
を
据
え
た
の
は
、
１
に
挙
げ
た
『
髄
脳
』
や
『
五

音
十
体
』
の
序
文
と
同
様
に
、
和
歌
至
上
主
義
の
立
場
を
表
明
し
た
も
の

で
あ
る
。
世
阿
弥
は
、「
音
習
道
」、「
九
位
習
道
」、「
稽
古
習
道
」、「
初

心
習
道
」、「
当
芸
習
道
」、「
遊
楽
習
道
」
な
ど
、
習
道
を
多
岐
に
わ
た
っ

て
使
用
し
て
い
る
。
し
か
し
、
習
道
の
階
梯
と
到
達
点
を
明
示
し
た
語
は

「
九
位
習
道
」
で
あ
り
、
禅
竹
も
『
髄
脳
』
で
世
阿
弥
の
九
位
説
を
援
用

し
て
い
る
。
世
阿
弥
は
、『
九
位
』
で

　
　

�
抑
、
此
条
々
の
出
所
者
、
広
精
風
也
。
是
、
芸
能
の
地
体
に
し
て
、
広

く
精
や
か
な
る
万
得
の
花
種
を
顕
す
と
こ
ろ
也
。
然
者
、
広
精
よ
り
前

後
分
別
の
岐
堺
、
是
に
あ
り
。
爰
に
て
得
花
に
至
る
は
、
正
花
風
に
上
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り
、
至
ら
ざ
る
は
、
下
三
位
に
下
る
べ
し
。

　
�

と
述
べ
て
い
る
。
世
阿
弥
の
九
位
説
が
『
花
伝
』
以
来
の
花
の
理
論
を
踏

ま
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
、
禅
竹
は

皮
肉
骨
の
根
本
を
五
臓
（
如
来
蔵
）
に
求
め
て
「
五
臓
の
不
浄
は
一
水
よ

り
お
こ
る
」（『
五
音
三
曲
集
』「
三
曲
」）
と
し
、
次
の
よ
う
に
六
輪
一
露

説
を
打
ち
出
す
。

　
　

�

こ
の
一
水
よ
り
、
皮
肉
骨
の
三
曲
も
起
こ
れ
ば
、
山
河
大
地
是
非
草
木
、

万
物
皆
こ
の
水
体
な
り
。
こ
こ
に
、
六
輪
一
露
と
云
ふ
習
道
の
一
巻
を

作
る
（『
五
音
三
曲
集
』「
無
味
智
水
」）

　

�

し
か
し
、
こ
の
六
輪
一
露
説
で
示
さ
れ
る
習
道
の
階
梯
が
、
世
阿
弥
の
九

位
習
道
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
、
次
の
記
事
か
ら
読
み
取
れ
る
。

　
　

�

所
詮
、
此
道
者
、
歌
舞
幽
玄
之
根
源
、
身
・
口
・
意
之
三
業
、
上
果
、

三
輪
清
浄
よ
り
出
生
し
て
、
六
根
、
六
輪
一
露
之
精
神
と
成
る
。
安
心

習
道
之
所
也
（『
六
輪
秘
注
（
文
正
本
）』
以
下
、『
文
正
本
』）

　
　

�

爰
に
六
輪
一
露
の
習
道
、
上
三
輪
を
幽
玄
の
根
元
と
せ
り
（『
幽
玄
三

輪
』）

　

�『
九
位
』
で
は
、
芸
能
の
階
梯
を
中
三
位
下
の
浅
文
風
か
ら
広
精
風
を
経

て
正
花
風
に
至
る
と
し
、
次
の
よ
う
に
記
す
。

　
　

�

是
は
、
二
曲
よ
り
三
体
に
至
る
位
也
。
各
々
、
安
位
感
花
に
至
る
処
、

道
花
、
得
法
の
見
所
の
切
堺
也
。
是
は
、
今
ま
で
の
芸
位
を
直
下
に
見

お
ろ
し
て
、
安
得
の
上
果
に
座
段
す
る
位
、
閑
花
風
な
り
。

　

�

つ
い
で
、
広
精
風
に
つ
い
て
の
前
掲
の
説
明
へ
と
続
く
の
だ
が
、
中
三
位

の
上
花
で
あ
る
正
花
風
に
得
法
し
た
状
態
が
上
三
花
の
閑
花
風
の
境
地
で

あ
り
、
そ
れ
が
安
位
な
の
だ
と
解
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、『
拾
玉

得
花
』
で
安
位
に
つ
い
て
の
記
事
中
に
記
さ
れ
た
注
記
、

　
　

�

爰
ニ
、九
位
中
三
位
（
に
）
達
シ
テ
、安
位
（
を
）
得
テ
、上
三
花
（
に
）

至
（
る
）
曲
位
也
。
中
初
・
上
中
・
下
後
（
の
）
次
第

　

�

が
、『
九
位
』
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。『
五

音
三
曲
集
』
執
筆
時
の
禅
竹
は
、
像
輪
に
至
る
ま
で
の
習
道
の
階
梯
と
し

て
、
九
位
の
中
三
位
を
寿
・
堅
・
住
の
上
三
輪
と
言
い
換
え
た
と
考
え
て

間
違
い
な
か
ろ
う
。

３
．
和
歌
根
源
説
は
、

　
　

�

心
と
い
う
は
、
こ
の
理
を
能
々
分
け
て
、
言
葉
の
幽
玄
な
ら
ん
た
め
に

は
歌
道
を
習
ひ
（『
花
鏡
』「
幽
玄
之
入
堺
事
」）

　
　

�

音
曲
の
至
道
に
は
、
和
歌
の
言
葉
を
取
り
合
は
せ
て
書
付
す
べ
き
也
。

（
中
略
）
和
歌
を
謡
ひ
連
ね
て
見
る
に
、
音
風
の
か
ゝ
り
に
違
ふ
事
あ

る
べ
か
ら
ず
（『
曲
付
次
第
』）

　

�

と
あ
る
の
を
発
展
さ
せ
た
、禅
竹
の
解
釈
で
あ
る
。
１
に
挙
げ
た
『
髄
脳
』

序
文
の「
歌
舞
詠
曲
の
根
源
」も
同
じ
意
味
だ
が
、『
談
儀
』を
ふ
ま
え
て「
神

楽
」
を
介
在
さ
せ
て
の
表
現
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
和
歌
至
上
主
義
を
さ

ら
に
強
く
打
ち
出
し
た
と
も
言
え
よ
う
。

４�
は
『
和
歌
体
十
種
（
忠
岑
十
体
）』
に
「
夫
和
歌
者
、
我
朝
之
風
俗
也
」

と
あ
る
よ
う
に
、
歌
学
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

５�

は
『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
の
「
力
を
も
入
れ
ず
し
て
、
天
地
を
動
か
し
、

目
に
見
え
ぬ
鬼
神
を
も
哀
れ
と
思
は
せ
」を
受
け
た
表
現
で
あ
る
。『
髄
脳
』

序
文
で
は
、
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�

然
ば
、
此
境
界
に
心
を
そ
め
、
歌
舞
幽
情
の
曲
味
を
作
し
、
意
中
景
、
々

中
之
意
と
し
て
、
神
明
仏
陀
に
法
楽
せ
し
め
ば
、
誠
是
、
狂
言
綺
語
も

賛
仏
転
法
輪
の
因
と
成
て
、
和
光
同
塵
の
結
縁
、
八
相
成
道
の
利
物
た

ら
ん
事
、
疑
あ
ら
ん
物
歟

　

と
あ
り
、
こ
こ
と
は
関
係
な
い
よ
う
な
記
述
で
あ
る
が
、『
明
宿
集
』
で
は
、

　
　

�

即
是
狂
言
綺
語
ノ
タ
ワ
ブ
レ
、
賛
仏
転
法
輪
ノ
因
縁
ト
ナ
レ
リ
。
サ
レ

バ
、
コ
ヽ
ヲ
モ
テ
神
明
モ
納
受
ヲ
垂
レ
タ
マ
フ
。

　

�

と
記
さ
れ
て
い
る
。
狂
言
綺
語
観
は
ひ
と
ま
ず
措
く
と
し
て
、禅
竹
が「
神

明
仏
陀
に
法
楽
」
と
言
い
、「
和
国
の
風
俗
」「
神
明
も
感
応
納
受
」
と
序

文
で
こ
と
さ
ら
強
調
す
る
の
は
、
禅
竹
に
と
っ
て
演
能
の
主
た
る
目
的
が

法
楽
に
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
次
に
掲
げ
る

の
は
、
慈
円
の
「
春
日
社
法
楽
百
首
」
序
文
で
あ
る
。

　
　

�

夫
当
社
者
、
得
名
於
春
日
、
末
代
之
天
、
悲
光
於
秋
心
、
濁
世
之
月
。

和
歌
者
是
神
国
之
風
俗
也
。
有
便
于
法
楽
、
愚
短
者
亦
人
間
之
吹
虚
也
。

無
恐
于
披
陳
、
歴
四
序
号
成
意
尽
一
心
号
述
懐
。
若
感
応
道
交
者
、
蓋

納
受
露
胆
哉
。

　

�

も
ち
ろ
ん
、
禅
竹
が
こ
の
百
首
を
知
っ
て
い
た
と
言
う
わ
け
で
は
な
い
が
、

表
現
の
類
似
性
に
は
着
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
意
識
が
、
申

楽
の
根
源
を
和
歌
に
求
め
よ
う
と
す
る
理
由
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
そ
れ

は
、
世
阿
弥
が
申
楽
の
根
源
を
神
楽
に
求
め
た
の
と
、
結
果
と
し
て
は
同

じ
だ
と
言
え
よ
う
。

６�

．「
古
歌
の
苦
吟
」は『
髄
脳
』序
文
に
も「
古
歌
并
詩
を
少
々
苦
吟（
し
て
）、

其
心
を
曲
体
の
骨
味
と
し
、
風
姿
の
品
を
分
ち
て
、
上
類
の
能
体
を
え
ら

ぶ
」
と
あ
る
。
こ
こ
は
、「
歌
道
は
風
月
延
年
の
か
ざ
り
」（『
花
伝
』
序
）

や
「
音
曲
の
至
道
に
は
、和
歌
の
言
葉
を
取
り
合
は
せ
て
書
付
す
べ
き
也
」

（『
曲
付
次
第
』）
の
意
味
で
は
な
く
、

　
　

�

心
と
い
う
は
、
こ
の
理
を
能
々
分
け
て
、
言
葉
の
幽
玄
な
ら
ん
た
め
に

は
歌
道
を
習
ひ
、
姿
の
幽
玄
な
ら
ん
た
め
に
は
、
尋
常
な
る
仕
立
の
風

体
を
習
ひ
、
一
切
、
こ
と
ご
と
く
、
物
ま
ね
は
変
る
と
も
、
美
し
く
見

ゆ
る
一
か
ゝ
り
を
持
つ
事
、
幽
玄
の
種
と
知
る
べ
し
（『
花
鏡
』「
幽
玄

之
入
堺
事
」）

　

�

が
、
世
阿
弥
の
言
で
は
最
も
近
い
。
古
歌
の
表
現
を
取
り
入
れ
る
の
で
は

な
く
、
歌
人
の
心
に
合
う
よ
う
に
能
の
詞
章
に
合
う
古
歌
を
詠
じ
、
そ
の

趣
き
を
含
め
て
謡
え
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。『
明
宿
集
』
で
は
、

　
　

�

コ
レ
ラ
ノ
漢
家
本
朝
ノ
本
文
ノ
意
趣
ヲ
思
ウ
ニ
、
和
歌
ニ
十
体
ア
リ
。

ソ
ノ
ウ
チ
ヨ
リ
品
々
ノ
心
分
カ
ル
ト
イ
エ
ド
モ
、
幽
玄
ヲ
モ
テ
先
ト
ス
。

ソ
レ
ヨ
リ
甚
深
ノ
奥
ニ
至
ル
心
ア
リ
。
吟
詠
流
水
ニ
似
テ
滞
ラ
ズ
、
親

句
・
疎
句
ノ
古
実
ヲ
存
、
五
七
五
七
々
ノ
句
五
音
ニ
通
ジ
、
心
妙
ニ
ツ

ラ
ネ
ヲ
ケ
ル
昔
ノ
名
匠
ノ
古
歌
ヲ
書
キ
連
ネ
ウ
タ
フ
。
ソ
ノ
曲
味
ヲ
含

ミ
テ
、
心
ノ
感
ヲ
シ
リ
、
詠
吟
ノ
声
ニ
ア
ワ
セ
テ
、
身
ヲ
遣
ヒ
動
カ
セ

バ
、
自
ヅ
カ
ラ
歌
ノ
連
声
風
姿
ト
ナ
テ
、
音
・
曲
・
舞
、
身
・
口
・
意

ノ
三
業
一
心
ニ
ナ
レ
バ
、
幽
玄
至
上
、
無
風
有
妙
ノ
舞
風
ト
ナ
ル
。

　

と
説
く
。

７�

．「
曲
味
」
の
語
は
、『
五
音
』
に
「
音
曲
習
道
の
目
安
と
し
て
、
五
音
の

曲
味
を
能
々
念
ろ
う
し
て
、
習
道
あ
る
べ
き
も
の
な
り
」
と
あ
り
、
五
音

分
類
の
根
拠
を
示
す
世
阿
弥
の
用
語
で
あ
る
。
禅
竹
は
こ
れ
を
好
ん
で
用
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い
て
お
り
、『
明
宿
集
』
に
「
意
幽
玄
ハ
含
曲
味
也
」「
心
幽
玄
ノ
曲
味
」

な
ど
と
す
る
よ
う
に
、
最
終
的
に
は
幽
玄
の
趣
き
と
で
も
解
す
べ
き
意
味

に
深
化
し
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

８�

．『
毛
詩
大
序
』
に
「
詩
者
志
之
所
之
也
。
在
心
為
志
、
発
言
為
詩
」
を

受
け
て
い
る
。

９�

．『
古
今
和
歌
集
』
真
名
序
に
「
夫
和
歌
者
、
託
其
根
於
心
地
、
発
其
華

於
詞
林
者
也
」
を
受
け
て
い
る
。

10��

．「
心
地
」は
も
と
仏
教
語
で
、『
心
地
観
経
』『
摩
訶
止
観
』等
に
頻
出
す
る
。

世
阿
弥
は
『
花
伝
』「
問
答
」
に
、「
古
人
云
、心
地
含
諸
種
、普
雨
悉
皆
萌
、

頓
悟
花
情
已
、
菩
提
果
自
成
」
と
、
六
祖
慧
能
の
偈
を
引
用
し
て
い
る
。

11��

．「
五
音
の
位
」
は
、『
五
音
』
に
、「
曲
道
を
五
ヶ
条
に
分
ち
て
、
祝
言
・

幽
曲
・
恋
慕
・
哀
傷
・
闌
曲
と
定
て
、
五
音
と
名
付
」、『
五
音
曲
条
々
』

に
、「
音
曲
に
、
祝
言･

幽
曲
・
恋
慕
・
哀
傷
・
闌
曲
の
五
音
曲
是
あ
り
」。

禅
竹
も
『
五
音
之
次
第
』
で
は
、「
幽
玄
」
で
な
く
「
幽
曲
」
を
用
い
る
が
、

以
後
は
す
べ
て
「
幽
玄
」
を
用
い
る
。

12
．�

「
皮
肉
骨
」
は
禅
語
で
、
入
木
道
や
歌
論
に
も
応
用
さ
れ
る
。
『
至
花

道
』
に
、

　
　

�

こ
の
芸
態
に
、
皮
・
肉
・
骨
あ
り
。
此
三
、
そ
ろ
ふ
事
な
し
。
し
か
れ
ば
、

手
跡
に
も
、
大
師
の
御
手
な
ら
で
は
、
こ
の
三
そ
ろ
ひ
た
る
は
な
し
と

申
伝
た
り
。
抑
、
此
芸
態
に
、
皮
・
肉
・
骨
の
在
所
を
さ
ゝ
ば
、
ま
づ
、

下
地
の
生
得
の
あ
り
て
、
を
の
づ
か
ら
上
手
に
出
生
し
た
る
瑞
力
の
見

所
を
、
骨
と
や
申
べ
き
。
舞
歌
の
習
力
の
満
風
、
見
に
あ
ら
は
る
ゝ
所
、

肉
と
や
申
べ
き
。
こ
の
品
々
を
長
じ
て
、
安
く
美
し
く
極
ま
る
風
姿
を
、

皮
と
や
申
べ
き
。
又
、
見
・
聞
・
心
の
三
に
と
ら
ば
、
見
は
皮
、
聞
は

肉
、
心
は
骨
な
る
べ
き
や
ら
ん
。
又
、
音
曲
ば
か
り
の
内
に
も
、
こ
の

三
は
あ
る
べ
し
。〈
声
皮
、
曲
肉
、
息
骨
〉。
舞
の
み
に
も
又
あ
る
べ
し
。

〈
姿
皮
、
手
肉
、
心
骨
〉

　

と
あ
り
。

13��

．「
和
歌
の
十
体
」
は
、『
三
五
記
』
の
和
歌
十
体
（
実
は
十
八
体
）
を
指

し
、
廿
六
声
曲
の
大
部
分
で
引
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、『
六
輪
一
露
秘
注
』

な
ど
で
も
盛
ん
に
引
用
さ
れ
る
。
世
阿
弥
も
、『
五
音
曲
条
々
』
で
、

　
　

�

歌
道
ニ
モ
、
十
体
ノ
中
ニ
、
強
キ
位
ヲ
云
ニ
「
鬼
ヲ
取
リ
拉
グ
」
ナ
ド

申
ハ
、
コ
ノ
位
ニ
テ
ヤ
ア
ル
ベ
キ
。

　

�

と
、
和
歌
の
十
体
論
を
踏
ま
え
た
箇
所
が
あ
る
。
し
か
し
、『
花
伝
』
な

ど
で
使
用
さ
れ
る
「
十
体
」
は
、
単
に
す
べ
て
の
風
体
を
指
す
よ
う
で
、

歌
道
と
の
関
係
は
認
め
が
た
い
。
禅
竹
の
場
合
も
「
像
輪
の
十
体
」「
十

体
異
相
」（『
寛
正
本
』）「
当
道
、三
体
よ
り
は
じ
め
て
十
体
を
な
す
」（
幽

玄
三
輪
）
な
ど
は
世
阿
弥
の
十
体
と
同
義
で
あ
ろ
う
。
禅
竹
は
「
歌
道
之

秘
書
に
も
、
十
体
之
極
め
、
最
初
幽
玄
よ
り
、
次
第
次
第
に
色
々
を
つ
く

し
、無
上
之
極
意
に
至
て
は
、拉
鬼
体
、強
力
体
な
ど
に
い
た
れ
る
位
」（
至

道
要
抄
）
と
『
三
五
記
』
に
基
づ
く
記
述
を
し
て
い
る
。

14��
．「
五
音
連
声
」
は
狭
義
に
は
歌
論
・
連
歌
論
で
句
移
り
の
法
則
と
し
て

用
い
ら
れ
る
用
語
で
あ
る
。『
曲
付
次
第
』
に
「
音
曲
の
連
声
は
、
流
水

の
地
体
に
従
ひ
て
行
が
ご
と
し
」、「
句
の
長
短
、
文
字
の
不
同
に
よ
り
て
、

声
文
曲
を
成
て
、
新
曲
異
聞
の
か
か
り
な
り
共
、
音
正
の
文
字
移
り
、
五

音
連
声
の
詠
吟
か
な
ひ
た
る
は
、
曲
水
の
地
体
に
従
ふ
に
是
同
じ
」
と
あ
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る
よ
う
に
、
音
程
で
な
く
音
声
の
移
行
に
関
す
る
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
禅
竹
は

　
　

�
五
音
連
声
字
、
あ
い
う
ゑ
を
・
た
ち
つ
て
と
・
ま
み
む
め
も
・
ら
り
る

れ
ろ
・
か
き
く
け
こ
等
の
、
五
音
の
響
き
、
美
し
く
連
声
す
る
と
こ
ろ

な
り
。「
し
る
し
の
松
な
れ
や　

あ
り
が
た
の
御
蔭
か
な
や
な
」の「
あ
」

文
字
は
「
や
」
の
響
き
な
れ
ば
、
響
き
に
譲
り
て
別
に
「
あ
」
を
言
は

ず
、「
や
」
文
字
を
長
め
て
、
そ
の
匂
ひ
よ
り
「
り
が
た
の
」
と
言
へ
ば
、

面
白
く
聞
こ
ゆ
る
な
り
。（『
五
音
三
曲
集
』
文
字
之
事
・
盗
字
・
息
字
・

五
音
連
声
字
・
一
字
・
重
字
）

  

と
、
世
阿
弥
よ
り
も
具
体
的
な
記
述
を
試
み
て
い
る
。
続
い
て

　
　

�

こ
の
五
音
相
通
肝
要
な
る
べ
し
。
詠
吟
の
か
か
り
と
言
ふ
も
、
古
歌
の

姿
な
り
。
古
歌
と
言
ふ
も
、
よ
き
歌
は
こ
の
五
音
連
声
を
も
て
連
ね
た

れ
ば
、
た
だ
五
音
肝
要
と
知
る
べ
し
。

　

�

と
記
す
こ
と
か
ら
、
禅
竹
は
、
古
歌
の
詠
吟
法
か
ら
五
音
連
声
を
学
ぶ
べ

き
だ
と
考
え
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、「
古
歌
の
苦
吟
」
と
い
う
語
は

そ
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。

15��

．「
本
声
」
は
、「
規
範
・
基
本
と
な
る
声
」（
思
想
大
系
頭
注
）
で
、『
五

音
曲
条
々
』
に
、
五
音
そ
れ
ぞ
れ
の
音
曲
の
本
声
の
姿
と
し
て
例
曲
を
宛

て
て
い
る
。
禅
竹
は
五
音
の
本
声
の
謡
を
、
さ
ら
に
和
歌
十
体
論
で
細
分

化
し
、そ
の
謡
を
皮
肉
骨
の
三
曲
で
説
明
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。『
五

音
曲
条
々
』
に
お
い
て
も
、
た
と
え
ば
幽
曲
に
つ
い
て
、「
凡
、
応
永
年

内
よ
り
以
来
の
謡
い
物
、
節
曲
舞
な
ど
、
み
な
み
な
幽
曲
な
り
」
と
述
べ

る
よ
う
に
、
世
阿
弥
の
言
う
本
声
は
お
お
ま
か
な
概
念
で
あ
っ
た
と
い
う

べ
き
で
、『
五
音
』
で
は
祝
言
に
五
例
、
幽
曲
に
十
六
例
、
恋
慕
に
十
例
、

哀
傷
に
十
六
例
が
挙
げ
ら
れ
、し
か
も
、『
五
音
曲
条
々
』
の
例
曲
は
祝
言
・

哀
傷
・
闌
曲
で
筆
頭
に
あ
る
も
の
の
、
幽
曲
と
恋
慕
に
は
含
ま
れ
て
も
い

な
い
。
ま
た
、
祝
言
例
曲
の
〈
淡
路
〉
に
は
「
闌
曲
・
幽
曲
声
味
有
」、〈
富

士
山
〉
に
は
「
闌
曲
之
節
体
な
れ
ど
も
、
和
曲
之
音
聞
よ
ろ
し
く
、
文
言

は
祝
言
た
る
」
な
ど
と
注
さ
れ
て
お
り
、幽
曲
に
つ
い
て
も
「
浅
深
可
有
」

と
す
る
な
ど
、
細
分
化
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
序
文
は
使
用
さ
れ
た
用
語
か
ら
見
て
も
、
遊
曲
を
幽
玄
に

変
え
た
こ
と
、
皮
肉
骨
を
三
曲
と
称
す
る
こ
と
を
除
け
ば
、
ほ
ぼ
世
阿
弥
の

祖
述
で
あ
る
と
み
て
よ
い
。
幽
玄
も
、
世
阿
弥
が
『
三
道
』
で
祝
言
・
幽
玄
・

恋
・
述
懐
・
亡
臆
、『
談
儀
』
で
安
全
音
の
説
明
に
、
祝
言
・
幽
玄
・
恋
慕
・

哀
傷
と
、
五
音
に
通
じ
る
説
に
幽
曲
の
同
意
語
と
し
て
使
用
し
て
い
る
。
序

文
を
見
る
限
り
、
世
阿
弥
と
の
相
違
点
は
皮
肉
骨
の
扱
い
だ
け
で
、
歌
学
書

を
援
用
し
て
世
阿
弥
理
論
を
説
明
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

二
、
祝
言

五
音
１
三
曲
第
一
、
祝
言
、
２
治
世
３
安
楽
音
の
曲
味

４
【
毛
詩
】「
治
ま
れ
る
世
の
声
は
、
安
ん
じ
て
も
て
楽
し
む
」
と
言
へ
り
。

こ
の
安
楽
音
の
字
性
、
５
直
ぐ
に
正
し
く
安
き
位
、
残
り
の
四
音
惣
曲
に
渡

る
６
地
体
と
な
る
７
生
曲
な
り
。
た
と
へ
ば
、
８
良
き
絹
・
布
に
は
、
文
の
染

め
色
美
し
く
出
で
来
る
が
や
う
に
、
残
り
の
曲
に
色
を
深
め
て
、
次
第
次
第

に
文
を
付
く
べ
し
。
こ
の
曲
は
、
ま
こ
と
に
骨
味
を
存
ず
べ
き
性
根
な
り
。
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年
始
の
祝
言
に
、
人
の
御
前
に
参
り
て
、「
今
年
の
御
慶
」
と
も
言
ひ
、
ま
た
、

「
千
秋
万
歳
め
で
た
し
」
と
言
は
ん
が
ご
と
し
。
古
歌
に
云
は
く
、

９
【
古
今
序
注
】
春
日
野
に
若
菜
摘
み
つ
つ
万
代
を
祝
ふ
心
は
神
ぞ
知
る
ら

む骨
味
［　

伏
見
の
歌
］

［
さ
し
こ
ゑ
］
そ
れ
久
方
の
神
代
よ
り　

天
地
開
け
し
国
の
起
こ
り　

天
の

瓊
矛
の
直
ぐ
な
る
や　

名
も
二
柱
の
神
こ
こ
に　

八
洲
の
国
を
造
り
置
き　

皇
代
な
れ
や
大
君
の　

御
影
の
ど
け
き
時
と
か
や

［
上
羽
］［
宮
］
あ
を
に
よ
し　

奈
良
の
葉
守
の
神
心　

奈
良
の
葉
守
の
神
心

　

末
暗
か
ら
ぬ
都
路
の　

直
ぐ
な
る
べ
き
か
菅
原
や　

伏
見
の
里
の
宮
造
り

　

大
内
山
の
影
高
く　

雲
の
上
な
る
玉
殿
の　

月
も
光
や
磨
く
ら
ん　

月
も

光
や
磨
く
ら
ん

１�

．「
三
曲
」
は
世
阿
弥
に
用
例
な
し
。
禅
竹
の
造
語
で
、
当
初
は
世
阿
弥

の
皮
肉
骨
を
指
し
た
。
内
容
は
序
文
の
注
12
「
皮
肉
骨
の
三
曲
」
を
参

照
の
こ
と
。
た
だ
し
、
禅
竹
は
『
至
道
要
抄
』
に
至
っ
て
、「
三
曲
と
は
、

身
幽
玄
、口
幽
玄
、意
幽
玄
な
り
」
と
、皮
肉
骨
か
ら
身
口
意
の
三
業
（
仏

教
語
）
へ
と
転
換
さ
せ
る
。

２�

．「
治
世
」
は
世
阿
弥
に
用
例
な
し
。
注
４
に
示
し
た
『
毛
詩
』
よ
り
「
治

世
安
楽
音
」
と
し
た
か
。

３�

．「
安
楽
音
」
は
、『
五
音
曲
条
々
』
に
、「
祝
言
と
は
、
安
楽
音
な
り
。

直
ぐ
に
云
ひ
た
る
が
、
や
す
や
す
と
く
だ
り
て
、
治（

（注

（
注

声
な
る
か
か
り
な
り
。

こ
の
や
す
く
云
ひ
流
し
た
る
か
か
り
〈
正
体
全
き
音
、
天
政
の
位
〉
を
、

大
事
に
思
う
宛
て
が
い
、
ま
た
大
事
な
り
。」
と
あ
る
。

４�

．『
毛
詩
大
序
』
に
「
治
世
之
音
、安
以
楽
。
其
政
和
。
乱
世
之
音
、怨
以
怒
。

其
政
乖
。
亡
国
之
音
、
哀
以
思
。
其
民
困
。
故
正
得
失
、
動
天
地
、
感
鬼

神
。（
治
ま
れ
る
世
の
音こ
ゑ

は
、
安
ん
じ
て
も
て
楽
し
め
り
。
そ
の
政

ま
つ
り
ご
と

和
ら

げ
ば
な
り
。
乱
れ
な
ん
と
す
る
世
の
音
は
、
怨
み
て
も
て
怒
れ
り
。
そ
の

政
乖そ
む

け
ば
な
り
。
亡
び
な
ん
と
す
る
国
の
音
は
、
哀
し
み
て
も
て
思
え
り
。

そ
の
民
困く
る

し
め
ば
な
り
。
か
る
が
ゆ
ゑ
に
、
得
失
を
正
し
、
天
地
を
動
か

し
、鬼
神
を
感
ぜ
し
む
）」。『
五
音
曲
条
々
』に
も
引
用
あ
り
。
訓
み
は『
五

音
曲
条
々
』
に
よ
る
。

５�

．「
安
き
位
」
は
、世
阿
弥
用
語
。『
拾
玉
得
花
』
に
、「
問
ふ
。
稽
古
の
条
々

に
、
安
き
位
と
云
へ
り
。
こ
れ
は
、
無
心
の
感
、
妙
花
の
所
と
、
同
意
な

る
べ
き
や
ら
ん
。
答
ふ
。
こ
れ
は
安
心
な
り
。
た
だ
、
無
心
の
感
、
妙
花
、

同
意
な
り
。
さ
り
な
が
ら
、
そ
の
位
の
有
主
風
を
得
て
こ
そ
、
真
実
の
安

き
位
な
る
べ
け
れ
。
無
位
真
人
と
云
ふ
文
あ
り
。
形
な
き
位
と
云
ふ
。
た

だ
無
位
を
ま
こ
と
の
位
と
す
。
こ
れ
、安
位
。」「
直
ぐ
に
正
し
く
安
き
位
」

と
い
う
表
現
は
、『
五
音
曲
条
々
』
と
『
拾
玉
得
花
』
の
表
現
を
つ
な
げ

た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

６�

．『
曲
付
次
第
』
に
、「
音
曲
に
息
の
事
、
連
声
の
地
体
な
り
。
息
を
助
く

る
曲
付
、
こ
れ
、
曲
の
道
な
る
べ
し
」。
な
お
、
序
文
「
五
音
連
声
」
注

14
参
照
。
地
体
の
意
味
は
、
実
体
、
本
質
、
あ
り
よ
う
、
な
ど
。

７�

．
世
阿
弥
用
語
。『
至
花
道
』
に
、「
神
な
び
閑
全
な
る
よ
そ
を
ひ
は
、
老

体
の
用
風
よ
り
出
で
、
幽
玄
み
や
び
た
る
よ
し
か
か
り
は
、
女
体
の
用
風

よ
り
出
で
、
身
動
足
踏
の
生
曲
は
、
軍
体
の
用
風
よ
り
出
で
て
、
意
中
の

10
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景
、
を
の
れ
と
見
風
に
あ
ら
は
る
べ
し
」
と
あ
り
、
世
阿
弥
は
、
激
し
い

動
き
を
伴
う
芸
態
を
「
生
曲
」
と
称
し
た
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
禅
竹
は

す
べ
て
の
芸
態
を
「
生
曲
」
と
称
し
た
よ
う
で
、
曲
趣
、
曲
柄
の
意
味
と

解
し
う
る
。

８�

．
音
曲
の
節
を
説
明
す
る
に
、
衣
類
に
文
を
染
め
る
例
を
用
い
る
の
は
、

禅
竹
が
最
初
ら
し
い
。
こ
の
譬
え
は
、
以
後
、
室
町
期
の
謡
伝
書
に
頻
出

す
る
。

９�

．『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
七
賀
歌
、三
五
七
番
歌
。『
古
今
和
歌
集
仮
名
序
』

で
、
六
義
の
「
い
は
ひ
歌
」
に
対
す
る
古
注
の
例
歌
。

�

10�

．
能
〈
金
札
〉
の
古
名
。『
五
音
上
』
祝
言
に
「
伏
見
、亡
父
曲
付
」
と
し
て
、

「
夫
久
方
ノ
神
代
ヨ
リ･･･

」
と
あ
り
、『
五
音
曲
条
々
』
に
、「
祝
言
の

音
曲
、
本
声
の
姿
」
と
し
て
、「
夫
ひ
さ
か
た
の
神
代
よ
り･･･

」
を
引
く
。

現
行
観
世
流
〈
金
札
〉
は
半
能
で
前
半
を
欠
く
た
め
、
こ
の
部
分
が
な
い
。

祝
言
第
二
、１
理
世
・
撫
民
の
曲
味
。

　

こ
の
曲
は
、
地
体
、
音
に
お
き
て
、
世
を
理
り
、
民
を
憐
れ
む
２
曲
声
の

３
詠
味
な
り
。
古
歌
に
云
は
く
、

［
仁
徳
天
皇
御
詠
］
４
高
き
屋
に
登
り
て
見
れ
ば
煙
立
つ
民
の
竈
は
賑
は
ひ

に
け
り

肉
味

５
［
指
声
］［
呂
］
し
か
る
に
宗
廟
の
神
と
し
て　

君
を
守
り
国
家
を
助
け

　

文
武
二
つ
の
道
広
く　

九
重
続
く
八
幡
山　

神
に
も
御
名
は
八
つ
の
文
字

　

そ
れ
諸
仏
出
世
の
本
来
空　

真
性
不
生
の
道
を
示
し　

八
正
道
を
表
し　

人
仏
不
二
の
御
心
に
て　

正
直
の
頭
に
宿
り
給
ふ

［
６
曲
節
舞
］
人
の
国
よ
り
我
が
国　

他
の
人
よ
り
は
我
が
人
と　

誓
は
せ

給
ふ
御
恵
み　

げ
に
あ
り
が
た
や　

我
等
ご
と
き
の
浅
ま
し
き　

迷
ひ
を
照

ら
し
給
は
ん
の　

そ
の
御
誓
願
ま
の
あ
た
り　

行
教
和
尚
の　

御
法
の
水
に

影
映
る　

花
の
都
を
守
ら
ん
と　

南
の
山
に
澄
む
月
の　

光
も
７
み
え
（「
み

つ
」
と
も
）
の　

衣
手
に
移
り
給
へ
り　

さ
れ
ば
に
や
宗
廟
の　

跡
明
ら
か

に
君
が
世
の　

直
ぐ
な
る
道
を
表
し　

国
富
み
民
の
竈
ま
で　

賑
は
ふ
鄙
の

御
調
船　

四
海
の
波
も
静
か
な
り　

利
益
諸
衆
生
の
御
誓
ひ　

二
世
安
楽
の

　

神
徳
は
な
ほ
栄
ゆ
く
や　

男
山
に
し
松
立
て
る　

梢
も
草
も
吹
く
風
の　

み
な
実
相
の
響
き
に
て　

峰
の
山
か
づ
ら　

そ
の
ほ
か
里
神
楽　

懺
悔
の
心

夢
覚
め　

夜
声
も
い
と
ど
神
さ
び
て　

月
か
げ
ろ
ふ
の
石
清
水
の　

浅
か
ら

ぬ
誓
ひ
か
な　

げ
に
浅
か
ら
ぬ
誓
ひ
か
な

［
前
の
古
歌
の
心
注
］

８
あ
る
和
歌
の
秘
書
に
、
理
世
・
撫
民
の
体
を
、「
ま
こ
と
し
く
、
あ
り
の

ま
ま
に
、
げ
に
さ
る
こ
と
と
覚
ゆ
る
や
う
に
、」
と
言
へ
り
。

理
世
体　

�

９
山
寺
の
入
会
の
鐘
の
声
ご
と
に
今
日
も
暮
れ
ぬ
と
聞
く
ぞ
哀
し

き

撫
民
体　

�　
春
を
経
て
御
幸
に
な
る
る
花
の
陰
ふ
り
ぬ
る
身
を
も
哀
れ
と
や

思
ふ

１�

．
理
世
・
撫
民
は
、『
三
五
記
』
の
歌
体
分
類
で
、
十
体
の
う
ち
第
三
に
相

当
す
る
「
有
心
体
」
に
付
さ
れ
た
細
分
の
名
称
（
物
哀
体
・
不
明
体
・
至

極
体
・
理
世
体
・
撫
民
体
）。

10
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２�

．
曲
声
は
、『
三
道
』
に
「
開
聞
と
は
、
二
聞
一
感
を
な
す
際
な
り
。
そ
の

能
一
番
の
本
説
の
理
を
書
き
あ
ら
は
し
て
、
数
人
の
心
耳
を
開
く
一
聞
に
、

ま
た
そ
の
理
を
あ
ら
は
す
文
言
、
曲
声
に
叶
ひ
て
、
理
・
曲
一
音
の
聞
感

を
な
し
て
、
即
座
に
一
同
の
褒
美
を
得
る
感
所
な
り
」
と
あ
り
、『
曲
付

次
第
』
に
「
音
曲
も
、
直
ぐ
な
る
か
か
り
の
、
七
五
七
五
の
拍
子
の
ま
ま

に
て
、
曲
声
正
路
な
る
は
、
音
聞
幽
幽
と
行
く
な
り
」
と
あ
る
。
規
範
と

な
る
べ
き
歌
い
方
の
意
味
か
。

３�

．
詠
味
は
世
阿
弥
に
用
例
な
し
。
曲
味
（
序
に
登
場
）
と
ほ
ぼ
同
義
か
。

４�

．『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
第
七
、
賀
歌
の
巻
頭
歌
。
詞
書
は
「
み
つ
ぎ
も

の
ゆ
る
さ
れ
て
、
く
に
と
め
る
を
御
覧
じ
て　

仁
徳
天
皇
御
製
」。

５�

．
以
下
は
〈
放
生
川
〉
第
四
段
［
サ
シ
］［
ク
セ
］
に
相
当
す
る
。

６�

．
曲
節
舞
は
、世
阿
弥
に
用
例
な
し
。
白
拍
子
の
芸
能
で
あ
る
曲
舞
節（
く

せ
ま
い
ぶ
し
）
を
、
世
阿
弥
は
能
の
小
段
に
取
り
入
れ
た
。
小
段
名
と
し

て
は
、「
ク
セ
」「
節
曲
舞
」「
曲
舞
」
な
ど
と
表
記
す
る
。
書
き
誤
り
か

禅
竹
の
書
き
癖
か
不
明
。

７�

．「
み
え
」（
見
え
・
三
重
の
意
味
）
は
、
江
戸
期
以
降
の
謡
本
で
は
「
み

つ
」（
見
つ
・
満
つ
の
意
味
）
と
な
り
、
傍
記
の
表
現
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

８�

．『
三
五
記
』
の
こ
と
。
同
書
の
有
心
体
の
説
明
に
「
同
じ
有
心
体
と
申

し
な
が
ら
、
ま
こ
と
し
く
あ
り
の
ま
ま
に
、
げ
に
さ
る
こ
と
と
覚
ゆ
る
や

う
に
、
心
を
深
く
よ
み
据
ゑ
た
ら
む
類
を
、
理
世
、
撫
民
の
体
と
す
べ
し
」

と
あ
り
、
さ
ら
に
「
た
と
へ
ば
、
異
域
の
堯
舜
、
当
朝
の
延
喜
、
天
暦
な

ど
を
無
比
の
賢
王
と
申
す
が
ご
と
く
、
歌
の
体
に
も
、
か
の
理
世
、
撫
民

の
体
を
も
て
無
上
の
至
極
と
す
べ
し
」
と
、
賢
王
の
ご
と
く
理
想
的
な
歌

体
だ
と
説
く
。

９�

．『
三
五
記
』
に
理
世
体
の
和
歌
例
と
し
て
挙
が
る
。『
拾
遺
和
歌
集
』
巻

第
二
十
、哀
傷
。
一
三
二
九
番
歌
。
詞
書
は「
題
し
ら
ず　

よ
み
人
し
ら
ず
」。

10�

．『
三
五
記
』
に
撫
民
体
の
和
歌
例
と
し
て
挙
が
る
。『
新
古
今
和
歌
集
』

巻
第
十
六
、雑
歌
上
。
一
四
五
五
番
歌
。
第
四
句
は
「
ふ
り
行
く
身
を
も
」。

詞
書
は
「
近
衛
づ
か
さ
に
て
年
ひ
さ
し
く
な
り
て
後
、
う
へ
の
を
の
こ
ど

も
、
大
内
の
花
見
に
ま
か
れ
り
け
る
に
よ
め
る　

藤
原
定
家
朝
臣
」。

祝
言
第
三
、１
松
体
曲
味

　

こ
の
生
曲
は
松
体
の
２
諸
木
に
優
れ
、
い
や
闌
け
、
神
さ
び
て
、
年
ふ
り

た
る
か
か
り
の
声
味
な
り
。
古
歌
に
云
は
く
、

３
住
吉
の
松
を
秋
風
吹
く
か
ら
に
声
う
ち
そ
ふ
る
沖
つ
白
波

［
骨
味
］

４
［
曲
節
舞
］
さ
れ
ば
に
や　

二
柱
の
御
神
の　

お
の
こ
ろ
島
と
申
す
も　

こ
の
一
島
の
こ
と
か
と
よ　

お
よ
そ
こ
の
島
初
め
て　

大
八
洲
の
国
を
作
り

　

紀
の
国
伊
勢
志
摩　

日
向
な
ら
び
に　

四
つ
の
海
岸
を
作
り
出
だ
し　

日

神
月
神　

蛭
子
素
戔
嗚
と
申
す
も　

地
神
五
代
の
初
め
に
て　

み
な
こ
の
島

に
御
出
現　

な
か
に
も
皇
孫
は　

日
向
の
国
に　

天
降
り
給
ひ
つ
つ　

地
神

第
四
の　

火
火
出
見
尊
を
御
出
生　

げ
に
あ
り
が
た
き
世
々
と
か
や

［
上
］
天
下
を
保
ち
給
ふ
こ
と　

す
べ
て
八
十
三
万　

六
千
八
百
余
歳
な
り

　

か
か
る
め
で
た
き
王
子
た
ち
に　

御
代
を
ゆ
づ
り
は
の　

権
現
と
あ
ら
は

れ
お
は
し
ま
す　

伊
弉
諾
伊
弉
冉
の
御
代
も　

た
だ
今
の
国
土
な
る
べ
し

［
松
の
体
］
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５
あ
る
和
歌
の
秘
書
に
、「
い
つ
聞
く
も
、
聞
き
醒
め
も
せ
ぬ
体
に
、
直な

お

く
、

も
の
強
く
、
し
か
も
、
か
た
へ
に
混
ぜ
ぬ
体
」
と
い
へ
り
。

１�

．「
松
体
」
は
、『
三
五
記
』
十
体
の
う
ち
第
四
「
麗
体
」
に
付
さ
れ
た
細

分
の
名
称
（
存
直
体
・
花
麗
体
・
松
体
・
竹
体
）。

２�

．『
五
音
曲
条
々
』
に
、
音
曲
の
姿
か
か
り
を
、
松
木
・
桜
木
・
紅
葉
・
冬
木
・

杉
木
に
喩
え
る
。
た
だ
し
、世
阿
弥
が
「
い
や
闌
け
」
と
評
し
た
の
は
「
杉

木
」
で
、
松
に
つ
い
て
は
、「
松
は
も
と
よ
り
霊
木
と
し
て
、
古
今
の
色

な
く
、
千
秋
の
風
姿
、
自
ず
か
ら
満
目
青
山
の
粧
ひ
を
な
せ
り
」
と
云
う
。

３�

．『
古
今
和
歌
集
』巻
第
七
賀
歌
に
載
る
三
六
〇
番
歌（
初
句「
住
の
江
の
」

が
元
歌
。『
袋
草
子
』
に
凡
河
内
躬
恒
の
歌
と
す
る
。『
三
五
記
』
松
体
で

も
躬
恒
の
歌
と
し
て
載
る
。『
髄
脳
』〈
相
生
松
（
高
砂
）〉
の
項
で
も
引
く
。

４
．〈
淡
路
〉
第
四
段
［
ク
セ
］。

５�

．『
三
五
記
』
に
、「
松
体
と
申
す
は
、
い
つ
聞
く
も
聞
き
ざ
め
も
せ
ぬ
や

う
に
、
た
だ
し
く
物
づ
よ
く
、
よ
み
な
し
た
る
が
、
し
か
も
、
か
た
へ
に

混
ぜ
ぬ
た
ぐ
ひ
に
て
侍
る
べ
し
」
と
あ
り
。

祝
言
第
四
、１
竹
体
曲
味
。

　

松
に
違
は
ざ
る
体
に
、
２
よ
し
・
か
か
り
、
３
な
び
き
た
る
、
４
余
情
の
曲

声
な
り
。
古
歌
に
云
は
く
、

５
夕
月
夜
潮
満
ち
来
ら
し
難
波
江
の
芦
の
若
葉
を
越
ゆ
る
白
波

皮
味

６
［
さ
し
こ
ゑ
］
面
白
や　

名
所
は
様
々
多
け
れ
ど
も　

分
き
て
誓
い
も
影

高
き　

天
の
児
屋
根
の
神
代
よ
り　

誓
い
の
末
も
明
ら
け
き　

月
に
照
り
添

ふ
春
の
日
の　

御
影
を
四
方
に
春
日
山　

広
き
恵
み
の
あ
り
が
た
さ
よ　

こ

と
さ
ら
に 

時
も
あ
ひ
合
ふ
春
の
色　

東
を
知
る
も
鹿
島
野
や　

緑
も
同
じ

若
草
の　

山
は
南
の
都
の
空　

曇
ら
ぬ
神
の
時
代
か
な

［
下
歌
ふ
］
こ
こ
は
取
り
分
き
佐
保
山
の　

そ
の
山
姫
の
衣
干
す　

袖
白
妙

の
露
か
け
て
玉
か
づ
ら　

く
る
年
の
緒
の
春
ご
と
に　

来
る
年
の
緒
の
春
ご

と
に　

霞
の
衣
ぬ
き
薄
き　

糸
の
乱
れ
も
天
つ
日
の　

の
ど
け
き
色
に
染
め

な
し
て　

な
ほ
白
衣
の
う
ら
ら
な
る　

空
や
雲
間
に
匂
ふ
ら
ん　

空
や
雲
間

に
匂
ふ
ら
ん

７
あ
る
和
歌
の
秘
書
に
、「
松
の
体
に
、
違
は
ざ
る
う
ち
に
、
少
し
も
の
細

き
に
て
あ
る
べ
し
」
と
言
へ
り
。

１
．「
竹
体
」
は
、
松
体
の
注
１
参
照
。

２�

．「
よ
し
か
か
り
」
は
、『
至
花
道
』
に
「
幽
玄
み
や
び
た
る
よ
し
か
か
り
は
、

女
体
の
用
風
よ
り
出
で
」
と
あ
り
、『
二
曲
三
体
人
形
図
』
に
「
幽
玄
嬋

娟
由
懸
（
ゆ
う
げ
ん
み
や
び
た
る
よ
し
か
か
り
）」
と
漢
字
を
当
て
て
い
る
。

『
三
道
』
に
「
し
か
れ
ば
、
音
曲
・
よ
し
か
か
り
を
も
、
よ
く
よ
く
心
得
て
、

道
の
者
の
曲
舞
音
曲
な
ど
の
や
う
に
は
あ
る
ま
じ
き
な
り
」
と
あ
り
、
雅

趣
あ
る
舞
台
上
の
風
姿
を
意
味
す
る
。「
よ
し
か
か
り
」
は
世
阿
弥
が
風

姿
に
関
し
て
用
い
て
い
る
が
、
音
曲
の
み
に
関
し
て
の
用
例
は
な
い
。
禅

竹
は
音
曲
に
関
し
て
も
用
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
音
曲
だ
け
で
言
え

ば
、
曲
節
が
正
し
く
富
ん
で
い
る
様
子
を
意
味
す
る
か
。

３�

．『
花
鏡
』「
音
習
道
之
事
」
に
、「
て
に
は
の
字
の
声
は
、
言
ひ
流
す
言
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葉
の
吟
の
な
び
き
に
よ
り
て
、
声
が
少
し
違
へ
ど
も
、
節
よ
け
れ
ば
苦
し

か
ら
ず
」
と
あ
り
、言
葉
の
響
き
工
合
を
言
う
よ
う
だ
。
た
だ
し
、『
談
儀
』

に
、［
船
橋
な
ど
は
、
せ
め
て
、
古
ま
う
た
る
松
の
風
に
な
び
き
た
る
や

う
に
す
べ
し
」
と
あ
り
、
松
風
の
よ
う
な
具
体
的
な
情
景
音
を
意
味
す
る

の
か
も
知
れ
な
い
。

４�

．「
余
情
」
は
、『
花
伝
』「
花
修
」
に
、「
人
体
の
物
ま
ね
に
よ
り
て
、
い

か
に
も
幽
玄
な
る
余
情
・
便
り
を
求
む
る
所
に
、
荒
き
言
葉
を
書
き
入
れ
、

思
ひ
の
外
に
い
り
ほ
が
な
る
梵
語
・
漢
音
な
ど
を
載
せ
た
ら
ん
は
、
作

者
の
僻
事
な
り
」
と
か
、「
し
か
れ
ば
、
よ
き
言
葉
・
余
情
を
求
む
る
も
、

義
理
・
詰
め
所
の
な
く
て
は
か
な
は
ぬ
能
に
至
り
て
の
こ
と
な
り
」
と
あ

り
、
言
葉
の
持
つ
趣
き
の
意
味
で
世
阿
弥
は
用
い
て
い
る
。「
余
情
」
の

語
は
、
禅
竹
の
用
例
が
極
め
て
多
く
、
和
歌
至
上
主
義
の
面
目
躍
如
た
る

観
が
あ
る
。
世
阿
弥
の
例
は
『
花
伝
』
の
み
で
意
味
も
限
定
的
だ
が
、
禅

竹
は
、
音
曲
・
風
姿
・
情
趣
な
ど
、
様
々
な
場
合
で
用
い
て
る
の
が
特
徴

で
あ
る
。

５�

．『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
第
一
春
歌
上
、
藤
原
秀
能
の
歌
（
二
六
番
歌
）。

第
四
句
「
芦
の
若
葉
に
」
と
も
。

６
．〈
佐
保
山
〉
第
二
段
［
サ
シ
］［
下
ゲ
歌
］［
上
ゲ
歌
］。

７�

．『
三
五
記
』
に
、「
竹
体
は
、
松
体
に
違
ふ
べ
か
ら
ず
と
申
し
な
が
ら
、

す
こ
し
さ
え
て
心
ぼ
そ
き
に
て
侍
る
べ
し
」
と
あ
る
。

祝
言
第
五
、１
長
高
体
曲
味

　
２
位
深
く
、
３
た
け
高
く
し
て
、
ま
こ
と
に
及
ば
ざ
る
４
曲
体
な
る
べ
し
。

古
歌
に
云
は
く
、

５
思
ふ
こ
と
な
ど
問
ふ
人
の
な
か
る
ら
ん
仰
げ
ば
空
に
月
ぞ
さ
や
け
き

骨
味　
［
出
現
の
曲
位
］

６
［
さ
し
ご
と
］
あ
り
が
た
や　

百
王
守
護
の　

日
の
光　

豊
か
に
照
ら
す

　

天
が
下　

幾
万
代
の
秋
な
ら
ん　

和
光
の
影
も
曇
り
な
く　

神
と
君
と
に

仕
へ
の
臣　

武
内
と
申
す
老
人
な
り

［
一
声
上
］
久
方
の　

月
の
桂
の
男
山　

さ
や
け
き
影
は
所
か
ら

７
あ
る
和
歌
の
秘
書
に
、「
生
得
の
口
向
き
、
天
性
」
と
言
へ
り
。

１
．「
長
高
体
」
は
、『
三
五
記
』
和
歌
十
体
で
、
第
二
に
配
当
さ
れ
て
い
る
。

２�

．「
位
深
く
」
は
、
世
阿
弥
に
使
用
例
は
な
い
。
世
阿
弥
は
、
芸
の
力
量

が
向
上
す
る
意
味
と
し
て
「
位
の
上
が
る
」「
位
に
至
る
」「
位
を
極
め
る
」

「
位
を
得
る
」
な
ど
の
表
現
を
た
び
た
び
し
て
い
る
。
た
だ
、「
深
し
」・「
高

し
」
に
つ
い
て
、『
九
位
』
で
、

　
　

�

古
人
云
は
く
、『
富
士
山
高
う
し
て
雪
消
せ
ず
』
と
云
へ
り
。
こ
れ
を
、

唐
人
難
じ
て
云
は
く
、『
富
士
山
深
う
し
て
』
云
々
。
至
り
て
高
き
は

深
き
な
り
。
高
は
限
り
あ
り
、
深
は
測
る
べ
か
ら
ず

　
�

と
述
べ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
類
推
す
る
に
、「
位
深
く
」
は
稽
古
に
よ
っ

て
芸
力
が
最
高
の
位
に
達
し
た
状
態
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。

３�
．「
た
け
高
く
」
は
、「
長
高
体
」
の
読
み
、「
た
け
高
き
体
」
に
よ
る
表
現
で
、

姿
形
が
す
ら
り
と
美
し
い
、
秀
で
て
い
る
状
態
を
指
し
、
現
代
語
の
「
丈
」

や
「
高
」
と
同
義
で
あ
る
。
一
方
、
祝
言
第
三
松
体
の
説
明
で
用
い
ら
れ

た
「
い
や
た
け
」
は
「
闌
け
」
で
、
爛
熟
し
た
状
態
を
指
す
。
し
た
が
っ
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て
、
世
阿
弥
の
言
う
、「
位
」
と
「
た
け
」
の
「
た
け
」
と
は
異
な
る
よ

う
だ
。
世
阿
弥
は
、『
花
伝
』「
問
答
」
で
、以
下
の
よ
う
に
「
位
」
と
「
長

（
た
け
）」
を
説
明
す
る
。

　
　
　

問
ふ
。
能
に
位
の
差
別
を
知
る
事
は
、
如
何
。

　
　

�　

答
ふ
。
こ
れ
、
目
利
き
の
眼
に
は
、
易
く
見
ゆ
る
な
り
。
お
よ
そ
、

位
の
上
が
る
と
は
、
能
の
重
々
の
事
な
れ
ど
も
、
ふ
し
ぎ
に
、
十
ば
か

り
の
能
者
に
も
、
こ
の
位
を
の
れ
と
上
が
れ
る
風
体
あ
り
。
た
だ
し
、

稽
古
な
か
ら
ん
は
、
を
の
れ
と
位
あ
り
と
も
い
た
づ
ら
事
な
り
。
ま
づ
、

稽
古
の
功
入
り
て
位
の
あ
ら
ん
は
、
常
の
事
な
り
。
ま
た
、
生
得
の
位

と
は
、
長
（
た
け
）
な
り
。
嵩
（
か
さ
）
と
申
す
は
別
の
物
な
り
。
多

く
、
人
、
長
と
嵩
と
を
同
じ
や
う
に
思
ふ
な
り
。
嵩
と
申
す
は
、
も
の

も
の
し
く
、
勢
ひ
の
あ
る
形
な
り
。
ま
た
云
は
く
、
嵩
は
一
切
に
渡
る

義
な
り
。
位
・
長
は
別
の
物
な
り
。
た
と
へ
ば
、
生
得
幽
玄
な
る
所
あ

り
。
こ
れ
、
位
な
り
。
し
か
れ
ど
も
、
さ
ら
に
幽
玄
に
は
な
き
シ
テ
の
、

長
の
あ
る
も
あ
り
。
こ
れ
は
幽
玄
な
ら
ぬ
長
な
り
。

　
　

�　

ま
た
、
初
心
の
人
思
ふ
べ
し
。
稽
古
に
位
を
心
が
け
ん
は
、
返
す
返

す
か
な
ふ
ま
じ
。
位
は
い
よ
い
よ
か
な
は
で
、
あ
ま
つ
さ
へ
、
稽
古
し

つ
る
分
も
下
が
る
べ
し
。
所
詮
、
位
・
長
と
は
生
得
の
事
に
て
、
得
ず

し
て
は
大
方
か
な
ふ
ま
じ
。
ま
た
、
稽
古
の
功
入
り
て
、
垢
落
ち
ぬ
れ

ば
、
こ
の
位
、
を
の
れ
と
出
で
来
る
事
あ
り
。
稽
古
と
は
、
音
曲
・
舞
・

は
た
ら
き
・
物
ま
ね
、
か
や
う
の
品
々
を
極
む
る
形
木
な
り
。

　
　

�　

よ
く
よ
く
公
案
し
て
思
ふ
に
、
幽
玄
の
位
は
生
得
の
物
か
。
た
け
た

る
位
は
功
入
り
た
る
所
か
。
心
中
に
案
を
め
ぐ
ら
す
べ
し
。

　

�

一
方
、
歌
学
書
で
用
い
ら
れ
る
「
長
高
体
」
は
、
素
朴
で
壮
大
な
美
を
表

現
し
た
歌
体
を
指
し
、
世
阿
弥
の
言
う
「
た
け
」
と
は
一
見
無
関
係
の
よ

う
に
思
わ
れ
る
が
、『
三
五
記
』
に
「
生
得
」「
天
性
」
と
記
す
こ
と
か
ら
、

世
阿
弥
の
「
生
得
の
位
と
は
、
長
な
り
」
が
、
歌
論
や
そ
れ
を
受
け
た
連

歌
論
の
影
響
下
に
あ
る
こ
と
は
認
め
て
よ
か
ろ
う
。

４
．「
曲
体
」
は
、『
風
曲
集
』
に
、

　
　

�

稽
古
の
次
第
、
ま
づ
、
音
曲
の
文
字
読
み
を
確
か
に
覚
ゆ
る
事
、
次
に
、

曲
体
を
尽
く
す
事
、
次
に
、
文
字
移
り
の
正
を
磨
く
事
、
次
に
、
拍
子

の
詰
め
開
き
を
知
る
事
、
次
に
、
心
根
を
知
る
事
な
り
。

　

と
あ
る
部
分
が
、『
音
曲
口
伝
』
の
、

　
　

�

ま
た
、
音
曲
を
習
ふ
条
々
、
ま
づ
文
字
を
覚
ゆ
る
事
、
そ
の
後
、
節
を

極
む
る
事
、
そ
の
後
、
曲
を
彩
る
事
、
そ
の
後
、
声
の
位
を
知
る
事
、

そ
の
後
、
心
根
を
持
つ
事
。

　

�

と
対
応
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
節
や
曲
の
趣
き
と
い
う
意
味
合
い
の
世
阿

弥
用
語
と
考
え
ら
れ
る
。

５�

．『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
第
十
八
雑
歌
下
（
一
七
八
二
番
）、
慈
円
の
和
歌
。

詞
書
は
「
五
十
首
歌
の
中
に
」
で
、
初
句
「
思
ふ
こ
と
を
」。『
三
五
記
』

で
も
長
高
体
の
例
歌
と
す
る
。

６
．〈
放
生
川
〉
第
８
段
［
サ
シ
］［
一
セ
イ
］（
後
シ
テ
登
場
の
段
）。

７�
．『
三
五
記
』
長
高
体
の
説
明
に
、「
こ
の
体
は
、
生
得
の
口
む
き
な
ら
で

は
、よ
ま
れ
ぬ
姿
な
り
」
と
あ
り
、さ
ら
に
長
高
体
に
付
属
す
る
「
遠
白
体
」

に
つ
い
て
、「
器
量
天
性
な
ら
む
が
、
稽
古
年
古
り
た
ら
む
所
に
、
終
に

よ
ま
る
べ
き
姿
な
り
」
と
あ
り
。
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（
注
）

１
．
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
。
国
文
学
研
究
資
料
館
影
印
叢
書
第
二
巻
『
金

春
禅
竹
自
筆
能
楽
伝
書
』（
一
九
九
七
年
、
汲
古
書
院
）
に
影
印
と
翻
刻

あ
り
。
書
誌
の
詳
細
は
同
書
解
題
に
記
す
。

２
．
日
付
と
そ
の
下
の
「
金
春
式
部
大
夫
氏
信
（
花
押
）」
は
墨
色
が
異
な

る
。
本
文
・
日
付
よ
り
後
日
に
、
朱
の
書
き
入
れ
、
墨
書
署
名
が
な
さ

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、と
も
に
禅
竹
の
自
筆
と
判
断
し
う
る
。

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
。『
金
春
禅
竹
自
筆
能
楽
伝
書
』
に
影
印
と
翻
刻

あ
り
。
同
書
解
題
参
照
。

３�

．
私
に
精
撰
本
と
称
す
。
八
左
衛
門
本
（
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
蔵
）、伝

今
川
義
元
書
写
本
（
彰
考
館
蔵
）
が
伝
存
。『
金
春
古
伝
書
集
成
』『
世

阿
弥 

禅
竹
』
に
翻
刻
あ
り
。

４�

．
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
。『
金
春
禅
竹
自
筆
能
楽
伝
書
』に
影
印
と
翻
刻

あ
り
。
書
誌
の
詳
細
は
同
書
解
題
に
記
す
。

５�

．
私
に
草
稿
本
と
称
す
。『
金
春
禅
竹
自
筆
能
楽
伝
書
』に
影
印
と
翻
刻
あ

り
。
書
誌
の
詳
細
は
同
書
解
題
に
記
す
。

６�

．
と
も
に
禅
竹
自
筆
。
寛
正
本
は
金
春
宗
家
蔵
、文
正
本
は
奈
良
宝
山
寺
蔵
。

と
も
に
『
金
春
古
伝
書
集
成
』、『
世
阿
弥 

禅
竹
』
に
翻
刻
あ
り
。

７�

．「
歌
舞
」
は
、各
種
の
辞
典
で
古
代
か
ら
の
用
例
を
載
せ
て
い
る
。
一
方
、

「
舞
歌
」は『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
小
学
館
）に
は
立
項
し
て
い
な
い
。『
時

代
別
国
語
大
辞
典 

室
町
時
代
編
』（
三
省
堂
）
で
は
、『
日
葡
辞
書
』・『
至

花
道
』・
能
〈
采
女
〉・『
謡
抄
』
を
用
例
と
し
て
掲
出
す
る
。

８�

．『
世
阿
弥 

禅
竹
』
当
該
箇
所
の
頭
注
。

９�

．『
大
漢
和
辞
典
』に『
漢
書
』と
韓
愈
の
文
を
載
せ
る
。
ま
た
、『
楽
府
詩
集
』

に
は
「
晋
白
紵
舞
歌
詩
」
な
ど
の
詩
題
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、

仏
典
で
も
用
例
が
あ
り
、『
仏
本
行
集
経
』
に
「
宮
商
律
呂
、
舞
歌
戯
笑
」

と
あ
る
の
は
注
目
さ
れ
る
。

10
．
世
阿
弥
は
『
習
道
書
』
で
、
年
寄
り
と
童
が
論
義
を
謡
う
場
面
で
神

変
の
笛
を
吹
い
た
名
生
の
記
事
に
続
け
て
、
こ
れ
は
、
し
か
し
な
が
ら
、

老
若
の
調
子
を
変
へ
て
色
ど
り
た
る
ゆ
へ
に
、
老
若
の
調
子
一
音
に
連

曲
し
て
、
不
意
音
文
に
成
就
し
ぬ
。
こ
れ
す
な
は
ち
、「
治
ま
れ
る
世
の

声
」
に
相
当
し
て
、「
安
く
楽
し
む
」
声
に
て
や
あ
ら
ん
と
『
毛
詩
』
を

引
き
合
い
に
出
し
て
、
異
な
る
調
子
を
一
音
に
整
え
る
こ
と
を
「
治
ま

れ
る
世
の
声
」
と
説
明
し
て
い
る
。『
六
義
』
で
も
、
強
き
と
和
ら
ぐ
に

つ
い
て
、
毛
詩
云
、「
治
れ
る
代
の
声
は
、
安
く
し
て
以
て
楽
し
む
」
と

云
々
。
治
ま
る
は
強
き
儀
也
。
返
々
、和
ら
ぐ
は
強
き
道
か
と
見
え
た
り
。

と
説
く
。『
五
音
曲
条
々
』
の
「
治
声
な
る
か
か
り
」
は
治
ま
れ
る
世
の

音
、
す
な
わ
ち
「
治
世
な
る
か
か
り
」
と
す
る
の
が
正
し
か
ろ
う
。『
五

音
曲
条
々
』
諸
本
が
「
治
声
」
と
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。


